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によって表現され、第 1主成分には Rv、Rp、Rt、Rcの関わりが、第 2主成分には Rq、Ra、Rsk、SAの関りが
大きいことが判明した。ざらつき感覚の高感度群と低感度群で各評価項目を Wilcoxon の順位和検定にて比較
したところ二乗平均平方根粗さ Rq、算術平均粗さ Ra、表面積 SA は高感度群で有意に大きく、最大谷深さ Rv
は低感度群で有意に大きかった。また各主成分得点について同様な比較を行ったところ、第2主成分得点にの
み有意差を認め、高感度群が低感度群より有意に高得点であった。これらの評価項目ならびに主成分に反映さ
れるような糸状乳頭を含む舌乳頭の発達状態が口腔内のテクスチャー感覚と関連する可能性が示唆された。 
 
